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Denverの NationalJewishHospitalの研究員として R･B･JohnstonJr･のもとで Macrophageを用いて喰薗
能に及ぼす種々の要因の影響を検索した｡今後は compromisedhostにおける感染症の治療に関しても仕事を進
めてほしいと願っている｡ (前川 暢夫)


















学術 集会 記 録
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昭和56年度京都大学結核胸部疾患研究所学術講演会 (昭和57年 1月30日 (土)京大会館)
〔研究業績〕
1. 結核菌以外の抗酸菌による感染症- 主な菌種の同定 と薬剤感受性-







光発色を特徴とする M.kansasiは本症の原因菌の6- 8%をしめる｡本菌は Rifampicinに感受性があり,


















































3. 慢性呼吸不全 にみ られ る睡眠時呼吸異常の研究














症例 1では,Sa02は Non-REM 睡眠で数%低下し,REM で最低41%まで低下するが,この低下は覚醒に
よって回復し,10秒以上の無呼吸 (A)は無 く,平均 SaO280%以下の最長時間は30分であった｡26%酸素吸
入 (SaO292%)によってもREM 睡眠の Sa()2の低下は防止できなかった｡症例 2では Sa02は REM 睡眠で
最低63%で,Aによるものでなく,平均 SaO280%以下の最長時間は13.5分で,REM 睡眠は覚醒によって中断
されない｡酸素 11/min吸入 (SaO297%)で,REM 睡眠の Sa02の低下は起らなかった｡




















































Galo達は1975年ヒト末栴 リンパ球を PHAで刺戟する事により TCGF が産生され,TCGFを用いる事によ
りT細胞を特異的に長期間増殖させ得る事を報告した｡次いで彼等は TCGF存在下に培養株化された皮膚型T













HTLV あるいは TCGF がある種のT細胞白血病の成因として意味があるかどうかは今後の研究をまたねば
ならないが,特に免疫学における中心課題の一つであるT細胞の機能の解析手段としても TCGF は非常に重要
であり,その生理的機能に関しても解明がまたれる｡
6. 自己免疫寛容 :-ルパ ーT細胞寛容 の誘導 と破綻 のメカニズム






























病理学部門 竹 田 俊 男
近年 老`化"の問題が医学 ･生物学さらに社会学も含めて重要なテーマとなっている｡この現状の中でややも
すれば観念論に陥り易い老化の基礎的研究を真に科学的に発展させ,その基本機構を解明するための老化モデル















はなかった｡胸腺腫および非胸腺膜性 リンパを併せた頻度はR系16.3%,P系8.3%でこの所見は AKR 本来の
遺伝的背景に何らかの変異が生じていることを強く示唆している｡以上成長曲線,生存曲線,Gompertz関数等





在し,今後 SAM でより多角的 ･分析的な研究を行うことにより老化基本機構解明のための重要な情報が得ら
れることを望む｡
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大 島 駄 作
















































K.Shimizu,M.D. M.Ishi,M.D. M.Matsushita,M.D. T.Yamamuro,M･D･
6･ BiochemicalandlmmunochemicalFeaturesofSystemicSenileAmyloidin SAM･









業 績 目 線
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内 科 学 第 一 部 門
〔学 会 発 表〕
〔結核,非定型抗酸菌症〕
前川暢夫,五味二郎,山口智道他 (療研);新しい治療方法と期間による短期治療の研究 (第 2報),治療後半
年間の成績,第57回日本結核病学会総会 (57.4)
前川暢夫,芳賀敏彦,五味二郎他 (療研);RFP不成功例の検討,同



































































前川暢夫,中西通泰,倉沢卓也,武藤 呉,原 耕平他,(共同研究),呼吸器感染症を対象とする Astromi-
cin(KW-1070)と Amikacinの薬効比較試験成績,同.
前川暢夫,中西通泰,稲葉岩雄,小田芳郎,辻野博之,池田宣昭,三木文雄他 (共同研究)慢性呼吸器感染症































































































カレッド,レシャード,水野 浩,竹内吉喜,池 修,藤尾 彰,北野司久,種田和清,市島国雄,小橋











































石原享介,片山信之,坂本広子,李 英徹,岩崎博信,梅田文一,中井 準;サルコイドー シス39例の臨床的
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検討,第 2回サルコイドー シス研究会総会 (57.ll).




片山信之,坂本広子,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準,Gynecomastiaを呈した HCG
産生肺癌と思われる1例,第24回兵庫県肺癌懇話会 (57.ll).












































































泉 孝英 :15.外因性アレルギ 性ー肺胞炎,16.好酸球増加性肺症,織田敏次他編,内科学書 p･545-551･
中山書店.1982.
泉 孝英 :検査所見 4.免疫学的所見.e.気管支肺胞洗浄所見,5.肺生検所見,病因論 1.肺における免疫反
応 3.素因,発症機序,村尾 誠,小林節雄監修,泉 孝英,河合 健,中沢次夫編集,過敏性肺炎,p.38,p.
39,p.51,p.62.医学書院,1982.
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泉 孝英 :心サルコイ ドー シス,河合忠一,大国真彦他編,循環器の臨床 4.心筋疾患 ･心膜疾患,p.299-
305,朝倉書店,1982.
泉 孝英 :サルコイ ドー シスとアンジオテンシン変換酵素,内科診療 QuestlOnS& Answers,273-2-273-3,
六法出版,1982.




大島駿作,泉 孝英 :肺サルコイ ドー シス,診断と治療,70(3):88-90,1982.
大島駿作,北市正則 :肺疾患と免疫,MedicalView 17(1):13-19,1982.
泉 孝英,長井苑子 :サルコイ ドー シスの心疾患,免疫と疾患,3(6):759-766,1982.
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泉 孝英 :わが国におけるびまん性汎細気管支炎,日本胸部臨床,41(8):663-673,1982.








黒住真史,太田 茂 :味噌,醤油および酒の製造に使用されている Aspergilusoryzaeによるアレルギー性気
管支肺アスペルギス症の1例,日胸疾会誌,20(4):467-475,1982.
木野稔也,大島駿作 :気管支鴨息患者における真菌 RAST一特にカンジダ RASTの意義とその測定精度の検
討,臨床免疫,14(10):906-916,1982.
大山口 渥 :ツベルクリン･アレルギーに関する研究,第 1編 ツベリクリン反応発現に関与する感作細胞の
機能と皮内反応部位の浸潤細胞との相関々係について,結核,57(2):59-72,1982.
大山口 渥 :ツベルク])ン･アレルギーに関する研究,第 2編 受身伝達因子 (TF),結核,57(4):225-232,
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分に関する研究,京大胸部研紀要,15(1,2):70-76,1982.




本田和徳,満安清孝,藤村直樹,平田健雄,門 政男,泉 孝英,大島駿作,北市正則,黒住貢史 :肺癌症例
における Pneumocystiscarini 肺炎について, 自験例および本邦報告例の集計成績, 日本胸部臨床,41(6):
52ト532,1982.
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中島道郎,川合 満,倉沢卓也,前川暢夫,木野稔也,満安清孝,大島駿作 :気管支鴨息合併本態性高血圧症
患者に対する β1選択的遮断剤 Acebutolの使用経験,呼吸と循環,30(8):809-817,1982.













泉 孝英,松井祐佐公 :我が国における Wegener肉芽腫症,特にこの肺病変の診断と治療に関する現況調査,
(第 1報)昭和56年度厚生省特定疾患肉芽腫性肺疾患調査研究班研究業績 p.170-180,昭和57年 3月.
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2月.
泉 孝英 :Wegener 肉芽腫症,サルコイド-ジスおよびその他の肉芽膜性肺疾患調査研究10年間の歩み- ト
ピックを中心に,p.124-130 厚生省特定疾患肉芽腫性肺疾患調査研究班,1982年 2月.
泉 孝英,木野稔也,本間日臣他 :びまん性細気管支炎全国症例調査報告-第二次 (昭和56年度)調査報告一
厚生省特定疾患間質性肺疾患調査研究班昭和56年度研究報告書 p.2-37.
泉 孝英,中井 準,本田和徳,井原順一,石原享介,岩田猛郎 :びまん性細気管支炎の CT 所見,厚生省
特定疾患間質性肺疾患調査研究班昭和56年度研究報告書,p.67-69.
泉 孝英,藤村直樹 :Fibrosingalveolitisにおける活性化 B-celの役割について,厚生省特定疾患間質性肺
疾患調査研究班,昭和56年度研究報告書,p.172-175.











北市正則,泉 孝英 :病理組織学的に診断困難な間質性肺疾患の2例,1.長期の経過で次第に増悪を示 した
giantcellgranulomatosisofthelungの開胸肺生検例 2.長期間無症状の multiplehemangiomatosasfibrosis
ofthelungの開胸肺生検例,第26回肺線維症研究会討議録,p･36-47,昭和57年.





泉 孝英,長井苑子,藤村直樹 :サルコイ ドー シス症例におけるステロイド剤投与時の各種臨床検査値の変動
所見に関する検討.第22回日本胸部疾患学会総会 (57.4.6).
泉 孝英 :勝原病における肺病変 (話題提供),第 2回京都呼吸器疾患シンポジウム (57.7.17).
泉 孝英 :びまん性汎細気管支炎,厚生省特定疾患難病の疫学調査研究班昭和57年度第 1回総会特別講演 (57.
7.24).
泉 孝英 :4.気管支肺洗浄液とアレルギー a)細胞の subsetをめぐって,第32回日本アレルギー学会総会シ
ンポジウムⅢ,呼吸器とアレルギー (57.10.9).
泉 孝英 :サルコイド-ジス自然寛解例の臨床経過,第 2回サルコイドー ジス研究会総会 (57.ll.6).










木野稔也,泉 孝英 :PIE の1例-ムコール類似の真菌によるアレルギー性気管支肺真菌症について-, 罪
9図過敏性肺炎研究会 (57.6.12).
木野稔也 :アレルギー性気管支肺真菌症について,第23回京都呼吸器疾患懇談会 (57.9.9).
大山口 握,大島駿作 :肺胞マクロファージによるリンパ球幼若化抑制機構,第49回実験結核研究会 (57.10.
6).
大山口 握,松井祐佐公,木野稔也,泉 孝英,大島駿作 :肺胞マクロファージによる T cel幼若化抑制作
用について,第32回日本アレルギー学会総会 (57.10.7).
門 政男,北市正則,泉 孝英,大島駿作,伊藤元彦,玉田二郎,松岡順之介 :放射線治療と化学療法で縮小
し,12年後に再発した mediastinalgerm celturnorの-症例,第20回日本胸部疾患学会近畿地方会 (57.ll.
27).





松井祐佐公,大島駿作 :肺癌症例における VP-16の使用経験,第15回京都がん研究会 (57.12.24).
平田健雄 :ワークショップ M`onoclonal抗体によるリンパ球機能の解析-の応用"話題提供,第 9回免疫カ
ンファレンス (57.3.13).
平田健雄,節原順一,長井苑子,藤村直樹,泉 孝英 :過敏性肺臓炎の気管支肺胞洗浄液中のリンパ球の機能
的研究 (第 2報)Tリンパ球の subsetについて,第22回日本胸部疾患学会総会 (57.4.6).
平田健雄,長井苑子,藤村直樹,佐 木々義行,泉 孝英 :過敏性肺臓炎とサルコイ ドー シスにおける気管支肺
胞洗浄液中のTリンパ球 subsetsの比較検討,第10回日本臨床免疫学会総会 (57.6.18).







北市正則,泉 孝英,大島駿作,佐川弥之助,小原幸信,浅本 仁,古田陸広,坪井裕志,市谷迫雄 :病理組
織レベルからみたサルコイ ドー シス,慢性ベリリウム肺,過敏性肺臓炎の肺病変の比較検討,第22回日本胸部疾
患学会総会 (57.4.7).








藤村直樹,泉 孝英,前原順一,長井苑子,平田健雄,本田和徳,門 政男,大島駿作 :びまん性肺疾患にお
ける免疫グロブリン産生細胞 (IgSC)の増加一気管支肺胞洗浄 (BAL)リンパ球と末梢血 (PBL)リンパ球の比
較-,第22回日本胸部疾患学会総会 (57.4.7).
藤村直樹 :腰原病における肺病変 (話題提供),第 2回京都呼吸器疾患シンポジウム,(57.7.17).
藤村直樹,普天間 健,北市正則,泉 孝英 :多発性ブラにて発見され,ブラ縫縮術後,残存肺に出現して来
たびまん性陰影の急速な進展のために死亡した1例,第18回びまん性肺疾患研究会 (57.9.18).
藤村直樹 :サルコイド-ジスにおける BAL中1)ンパ球増加の臨床的意義,第 2回サルコイド-ジス研究会総
会 (57.ll.6).
節原順一,泉 孝英,北市正則,大島駿作,中屋敷 博,満安清孝,小原幸信 :開胸肺生検にて診断された
Intravascularbronchioloalveolartumor(ⅠVBAT)の1例,第22回日本胸部疾患学会総会 (57.4.7).
前原順一,藤村直樹,北市正則,門 政男,木野稔也,泉 孝英,大島駿作 :TBLB による蛍光抗体法およ
び血中 GBM 抗体の間接蛍光抗体法による証明にて診断した Goodpasture症候群の一例,第5回日本気管支研
究会総会 (57.7.9).






弗原順一 :サルコイド-ジスにおける BAL マクロファージの意義, 第2回サルコイド-ジス研究会総会
(57.ll.6).





長井苑子,平田健雄,前原順一,藤村直樹,佐々木義行,泉 孝英,黒住真史 :肉芽腫性肺疾患 (サルコイド
-ジス, 慢性ベリリウム肺,過敏性肺臓炎)症例 における BALリンパ球, 特にTリンパ球 subpopulation,
昭和58･3 - 21-
subsetに関する検討,第32回日本アレルギー学会総会 (57.10.8).
長井苑子,平田健雄 :サルコイド-ジスにおける BAL中 OKT4'cell,OKT8+cellの臨床的意義,第 2回サ
ルコイド-ジス研究会総会 (57.ll.6).
長井苑子 :症例呈示,第 1回京都肺感染症研究会 (57.12.2).





し,血清学的,免疫組織学的改善を確認 した男性 SLE の-症例,第18回京大臨床免疫同好会 (57.7.14).
鍔田武志,武曽恵理,中村保幸,田村忠雄,石川嘉市郎,河合忠一,吉田弥太郎,吉田久博,浜崎周次,足達
敏博 :副腎皮質ステロイドに反応せず Plasmalymphaphoresisを施行した重症 SLE の-剖検例,第108回日本
内科学会近畿地方会 (57.9.ll).
鍔田武志 :自己免疫疾患における肺実質病変一臨床上の2,3の問題点-, 第19回京大臨床免疫同好会 (57.
ll.20).
西村浩一,門 政男,北市正則,大島駿作,泉 孝英,松井照夫,加藤弘文 :生検により比較的初期例と診断
されたびまん性細気管支炎の2例,第20回日本胸部疾患学会近畿地方会 (57.ll.27).
西村浩一 :症例呈示,第1回京都肺感染症研究会 (57.12.2).
池田貞雄,小鯖 覚,木野稔也,泉 孝英他 :肺クリプトコッカス症の診断-血中クリプトコッカス抗原を指
標として-,第22回日本胸部疾患学会総会 (57.4.8).
佐野 求,加藤幹夫,佐川弥之助,平田健雄,木野稔也 :インコ飼育小児にみられた抗 Aspergilusoryzae抗
体陽性の過敏性肺臓炎の1例,第19回日本胸部疾患学会近畿地方会 (57.6.5).




河合 健,木野稔也,中沢次夫,梅枝愛郎 :PIE 症候群についての中間報告一胸部 レ線所見について, 第10
回過敏性肺炎研究会 (57.ll.13).
伊藤 剛,小原安喜子,北市正則他 :胸腺皮質の starrysky現象,第71回日本病理学会総会 (57.4.8).








本田和徳,非原順一,藤村直樹,平田健雄,泉 孝英,藤堂義郎,伊藤春海 :びまん性肺疾患の CT 像に関
する検討,第22回日本胸部疾患学会総会 (57.4.7).
〔そ の 他〕
泉 孝英,桂 義元 :今月の焦点 "ツベリクリン反応の新しい応用一免疫機能の簡便な指標 として-'(対
読),Medicina 19(ll):2052-2058,1982.
長井苑子 :天地人 ｢ウサギ雑感｣,Medicini1,19(13):2629,1982.
- 22- 京大胸部研紀要 第16巻 第 1,2号
〔講 演 会〕
大島駿作 :肺癌について-最近の知見,日本生命昭和57年度全国検査医長研修会 (57.5.31).
泉 孝英 :1.各種の免疫反応と臨床的意義,第12回九州アレルギー講習会 (57.1.23).
泉 孝英 :わが国のびまん性汎細気管支炎,第56回国際胸部医学会 (IACPS)日本支部定期講演会 (57.3.6).
泉 孝英 :過敏性肺臓炎の診断,成立機序,鑑別すべき疾患,第6回京滋嘱息懇話会 (57.3.27).
泉 孝英 :New diagnosticresourcesforchestdiseases‥I-munologicalinformation. 第10回箱根呼吸器討
論会 (57.6.5).
泉 孝英 :細気管支炎の臨床,第5回広島大学医学部第二内科卒後研修会 (57.7.3).
泉 孝英 :肺胞洗浄液 (BAL)の免疫学 1.サルコイ ドー シスの BAL. 第2回免疫アレルギー懇話会 (57.
8.7).










胸 部 外 科 学 部 門
〔学 会 発 表〕
1. 腫 痕
光岡明夫,金城 明,玉田二郎,瀧 俊彦,田村康一,渡部 智,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :Pulmonary
blastomaの臨床的検討,第36回日本肺癌学会関西支部会 (57.2).
岡田英彦,倉田昌彦,高 欽滞,福本仁志,早稲田則雄,加藤 譲 :乳癌姫織ホルモン受容体と治療成績,節
5回乳癌放射線治療研究会 (57.2).
岡田英彦,高 欽揮,下村泰造,福本仁志,倉田昌彦,藤田正憲,山田公二,人見滋樹,前里和夫,岡田賢二 :





池 修,竹内吉喜,カレッド･レシヤード,藤尾 彰,北野司久 :肺癌患者における気管支肺胞洗浄法の検討,
第36回日本肺癌学会関西支部会 (57.2).
藤尾 彰,竹内吉喜,池 修,カレッド･レシヤード,北野司久,他 2名 :ヌードマウスを用いた invivo制
癌剤感受性試験を施行した骨肉腫3症例の検討,同上学会 (57.2).







千葉 渉,瀧 俊彦,伊藤元彦,横鬼瀬裕保,河原崎茂孝,中村達雄,金城 明,光岡明夫,玉田二郎,田村








伊藤元彦 :進行肺癌の外科治療- 隣接臓器合併切除の立場から,第82回 日本外科学会総会,シンポジウム
(57.4).




北野司久,藤尾 彰 :肺癌に対する invivo制癌剤感受性テスト,第 1回厚生省がん研究 ｢ヌードマウスを用
いた最適抗がん剤の選択に関する研究｣班会議 (57.4).





















池 修,竹内吉喜,カレッド･レシャード,藤尾 彰,北野司久 :積極的外科治療が奏効 した原発性肺癌の2
症例,第131回近畿外科学会 (57.5).
福本仁志,高 欽揮,岡田英彦,倉田昌彦 :脳転移を伴った原発性肺癌,第131回近畿外科学会 (57.5).
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池 修,北野司久,竹内害毒,藤尾 彰,カレッド･レシヤード:高令者肺癌に対する limitedoperation･第
15回奈良外科学会 (57.4).
人見滋樹 :機械呼吸の進歩,大阪呼吸器疾患懇話会シンポジウム (57.5.19).
人見滋樹 :私が見つけた早期肺癌, 大阪府医師会, 大阪から肺がんをなくす会合同学術講演会 シンポジウム
(57.5.15).
伊藤元彦 :隣接臓器合併切除- 適応拡大の可能性について,厚生省がん研究大田斑妊会議 (57.6).
竹内吉喜,北野司久,池 修,藤尾 彰,カレッド･レシャード:小児の前縦隔に発生した悪性 リンパ腫の1
手術例,第19回日本胸部疾患学会近畿地方会 (57.6).
藤尾 彰,北野司久,他 4:緊急手術を要した小児悪性縦隔腺癌3例の換討,第19回日本小児外科学会 (57.6)･
岡田貿二,前里和夫,人見滋樹,鈴木庸之,奥田 正,本出真二,中西洋二 :発見後13年目に切除しえた扇平
上皮癌の1例,第25回日本胸部外科学会関西地方会 (57.6.ll).
藤尾 彰,竹内吉喜,池 修,カレッド･レシャード,北野司久 :粘表皮癌の1手術例,第25回日本胸部外科
学会関西地方会 (57.6).





田村康一,千葉 渉,中村達雄,光岡明夫,瀧 俊彦,加藤弘文,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :転移性肺
腫癌に対する外科療法の検討,同上学会 (57.6).
千葉 渉,中村達雄,光岡明夫,瀧 俊彦,田村康一,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :縦隔奇形腫群腫癌の
検討- 腺癌マーカーを中心に- ,同上学会 (57.6.ll).
池 修,竹内吉喜,藤尾 彰,北野司久 :肺癌の診断における気管支肺洗浄の検討,同上学会 (57.7).
光岡明夫,瀧 俊彦,田村康一,加藤弘文,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :肺巨細胞癌切除例の検討,第37
回日本肺癌学会関西支部会 (57.7).
福本仁志,高 欽滞,倉田昌彦,室本 仁,藤田正憲,山田公二,端 知夫,下付克美 :肺癌の脳転移症例に
ついて,第37回日本肺癌学会関西支部会 (57.7).
藤尾 彰,竹内吉喜,池 修,北野司久 :AFP産生胎児性奇形癌肺転移の1症例,同上学会 (57.7).
岡田賢二,人見滋樹,前里和夫,石井昌生,内藤祐子,小野 孝,根住直史,鈴木庸之,奥田 正 :気管気管




高橋清之 :縦隔腰痛 (未分化癌)の1切除例,同上学会 (57.7.31).
桑原正喜,八木一之,小鯖 覚,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄,本郷隆治,田辺正和 :
肺内腔癖に対する CT scan の臨床的検討,同上学会 (57.7.31).
北野司久,藤尾 彰,他 1:長期継代移植を続けたヒト肺鷹揚の制癌剤感受性の変動,第15回制癌剤適応研究
会 (57.8).
松原義人,桑原正喜,池田貞雄 :肺癌患者における TennesseeAntigen測定,第41回日本癌学会総会 (57.8.
23-25).
桑原正喜,松原義人,池田貞雄 :腫癌特異抗原による肺癌患者の皮内反応,同上学会 (57.8.23-25).
高嶋義光,足達敏博,翠川 修,伊藤元彦,寺松 孝 :ヒト縦隔由来 Teratocarcinoma 培養細胞株 (HMT
cels)の無血清培養と産生する蛋白質に関する研究,同上学会 (57.8).
伊藤元彦,高嶋義光,光岡明夫,玉田二郎,瀧 俊彦,寺松 孝 :縦隔 yolksaccarcinomaのヌードマウス




土井紀井,河本 健,秋山治彦,岡田賢二,前里和夫,人見滋樹 :肺癌末期に対する NALPの有用性につい
て,同上学会 (57.8.26).
桑原正喜,二宮和子,松原義人,畠中陸郎,八木一之,小鯖 覚,船津武志,池田貞雄 :末期肺癌のターミナ






伊藤元彦 :肺癌に対する limited operation,同上学会シンポジウム (1982.8).








光岡明夫,瀧 俊彦,伊藤元彦,寺松 孝 :ベンツピレン投与によるヌードマウス移植ヒト気管支
同上学会 (57.8).
伊藤元彦,寺松 孝 :Monoclolalantibodyによる肺癌患者 Tcelsubsetに関する検討- 第2
(57.8).
竹内吉喜,池 修,藤尾 彰,他 2:肺腺療 Xen0-graftの臨床的応用,同上学会 (57.8).
竹内吉喜,池 修,北野司久 :肺癌に対する腫癌マーカーとしての CEAの臨床的意義,同上学会
(57.8).




















瀧 俊彦,光岡明夫,田村康一,加藤弘文,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :肺小細胞癌集学的治療における
外科治療の意義,同上学会シンポジウム ｢肺癌集学的治療における外科治療の組織型別にみた評価｣ (57.10).
三宅正幸,松井輝夫,中村達雄,住友伸一,青木 稔,高嶋義光,光岡明夫,瀧 俊彦,田村康一,加藤弘文,
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田中豊子,藤田正憲,室本 仁,倉田昌彦,高 欽揮,福本仁志,相良雪子,西村吉明 :広義の Meigs症候
群と考えられる2症例,同上学会 (57.ll.27).
鈴木雄二郎,鈴木克洋,丸井康子,李 啓充,武藤 真,村山尚子,桜井信男,西山秀樹,倉沢卓也,久世文
辛,川合 満,中西通泰,前川暢夫,光岡明夫 :Recklinghausen病に合併した胸壁 neuro丘brosarcomaの1症
例,同上学会 (57.ll).
北野司久,藤尾 彰 :肺癌に対する InVivo制癌剤感受性テスト及びその臨床的応用,第2回厚生省がん研
究 ｢ヌードマウスを用いた最適抗がん剤の選択に関する研究｣班会議 (57.ll).
瀧 俊彦,伊藤元彦 :肺小細胞癌治療における外科治療の役割,厚生省がん研究,大田粧姓会議 (1982･12)･
2. 胸腺 ･免疫





カレッド･レシャード,和田洋巳,神頭 徹,乾 健二 :膿胸,90例の治療成績,第41回胸部疾患学会東海地
方会 (57.6).
住友伸一,五十部潤,小林君美 :最近経験した気管支結核の1例,第59回 日本結核病学会東海地方学会 (57.
6).
中村達雄,千葉 渉,玉田二郎,光岡明夫,瀧 俊彦,田村康一,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :結核性気
管支閉塞に続発した mucoidimpaction の1例,第19回日本胸部疾患学会近畿地方会 (57.6).
立石昭三,他 :癌性かと考えられた結核性胸腹膜炎,第49回結核病学会近畿地方会 (57.6.5).
前里和夫,人見滋樹,岡田_賢二,玉田二郎 :気管 ･気管支結核8例の検討,第5回日本気管支学会総会 (57.
7.9).
千葉 渉,渡部 智,坂東憲司,長谷光雄 :Trachealbronchus分枝区域に限局した結核腫の1治験例,第19
回日本結核病学会,第18回日本胸部疾患学会,第3回日本気管支学会合同北陸地方会 (57.ll).
瀧 俊彦,金城 明,光岡明夫,田村康一,加藤弘文,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :当院における肺結核
外科の現況,第57回日本結核病学会総会 (57.4).
4.人 工 材 料
小鯖 覚,八木一之,桑原正喜,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :NevilC 型人工気管
の改良,第20回日本人工臓器学会 (57.9.12-14).
加藤弘文,中村達雄,水野 浩,松延政一,田村康一,渡部 智,清水慶彦,寺松 孝 :アルミナセラミック
ス人工骨- 肋軟骨との反応について- ,同上学会 (1982.9).
田村康一,中村達雄,水野 浩,加藤弘文,清水慶彦,寺松 孝,日野常稔 :PolyvinylAIcohoトSilicaCom-
positeの人工血管-の応用- 長期生体置換例の表面性状の検討- ,同上学会 (57.9).
清水慶彦,田村康一,加藤弘文,寺松 孝,日野常稔 :meshによる人工気管における創傷治癒に関する検討,
同上学会 (57.9).




清水慶彦,中村達雄,宮本好博,松延政一,加藤弘文,寺松 孝 :Colagen複合化 polypropylenemeshによ
る人工気管の実験的並びに臨床的研究,同上学会 (57.10).
田村康一,水野 浩,中村達雄,加藤弘文,清水慶彦,寺松 孝,他 1名 :Polyvinylalcoholの新しいゲル化
法ならびに医用材料としての基礎的研究,第4回日本バイオマテリアル学会 (57.ll).
中村達雄,水野 浩,田村康一,渡部 智,加藤弘文,清水慶彦,寺松 孝,筏 義人,玄 丞焦,K.
Jamshidi,鈴木昌和 :生体内分解性高分子材料の分解と生体に及ぼす影響,日本バイオマテリアル学会第4回学
術講演会 (57.ll).
加藤弘文 :アルミナセラミックスと肋軟骨 との反応,第2回整形外科セラミックインプラント研究会 (57.
12).
寺松 孝 :生体高分子合成高分子複合体,第30回高分子夏季大学 (57.7.4-7).































伊東政敏,五十部 潤,住友伸一,井上律子,小林君美 :A ･Cバイパス手術の経験,第37回国立病院療養所
総合医学会 (57.9).





目的とした Diltiazem 持続静注法,同上学会 (57.10).
秋山文弥 :心 ･大血管疾患の CT 診断,静岡県中部医学会学術講演会 (57.ll).
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山崎文郎,篠崎 拓,島本光臣,千原幸司,高橋憲太郎,井村正史,河原崎茂孝,秋山文弥 :食道及び右気管
支-の圧迫症状を主徴とした下行大動脈橋の1例,昭和57年度日本循環器学会東海 ･北陸合同地方総会 (57.ll).
















瀧 俊彦,山中 晃,千葉 渉,光岡明夫,青木 稔,玉田二郎,伊藤元彦,寺松 孝 :気管支性嚢胞壁内腺
の免疫組織化学- 気道分泌系の観点から,同上学会 (57.4).





八木一之,小鯖 覚,桑原正喜,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :高令者の Pneumo-
nectomy,第131回近畿外科学会 (57.5.15).
竹内吉害,池 修,カレッド･レシャード,藤尾 彰,北野司久 :外傷性血気胸の治療に関する検討,同上学
会 (57.5).
立石昭三 :存宅酸素療法について,京都胸部医会学術講演会 (57.5.21).
八木一之,小鮪 覚,桑原正喜,松原義人, 畠中陸郎, 二宮和子, 船津武志, 池田貞雄 :胸壁に発生した
neurinoma の1例,第25回日本胸部外科学会関西地方会 (57.6.1ト12).
小鯖 覚,八木一之,桑原正喜,二宮和子,松原義人,畠中陸郎,船津武志,池田貞雄 :Nevile 型人工気管
の改良,同上学会 (57.6.ll-12).
池 修,竹内吉喜,藤尾 彰,北野司久,他 1:乳癌術后胸膜皮膚壕に対する胸壁再建術,同上学会 (57.6).
手塚裕章,藤田正憲,室本 仁,堀井正雄,立花和善男,倉田昌彦,高橋 珍,杉山武敏 :Pepleomycinによ
ると考えられる急速に進行した間質性肺腺維症の1剖検例,第19回日本胸部疾患学会近畿地方会 (57.6).
光岡明夫,桟見瀬裕保,千葉 渉,中村達雄,金城 明,玉田二郎,瀧 俊彦,田村康一,渡部 智,清水慶
彦,伊藤元彦,寺松 孝 :CT angiography によって発見した重複上大静脈症の1症例,同上学会 (57.6).







カレッド･レシャード,和田洋巳,神頭 徹,乾 健二 :胸膜透過性及び膿胸の手術適応について (特別報
普)同上学会 (57.6).
畠中陸郎,船津武志,松原義人,八木一之,小鯖 覚,桑原正喜,二宮和子,池田貞雄 :気管 ･気管支軟化症
- その病態と病理組織学的所見,第5回日本気管支学会総会 (57.7.9-10).



















カレッド･レシャード,和田洋巳,神頭 徹,乾 健二 :呼吸疾患における抗生物質の使い方について,静岡
県抗生物質研究会 (57.7).




北野司久,藤尾 彰 :悪性腫療切除術后の胸壁欠損に対する胸壁再建術の検討,第20回日本痛治療学会 (57.9).
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気管分岐部の再建,同上学会 (57.ll.12-14).
長谷光雄,千葉 渉,坂東憲司,渡部 智 :低肺機能者に合併した肺胞蛋白症の1例,第29回日本結核病学会
第18回日本胸部疾患学会,第3回日本気管支学会合同北陸地方会 (57.ll).
乾 健二,神頭 徹,高橋 衛,カレッド･レシャード,和田洋巳 :胸膜中皮腫の3例,第41回中部肺癌学会
(57.ll).
五十部 潤,糸井和美,伊東政敏,井上律子,小林 君美 :巨大嚢胞手術の経験,第42回日本胸部疾患学会東
海地方学会 (57.ll).
松本正風 岡野昌彦,乾 健二,神頭 徹,カレッド･レシャード,和田洋巳 :薬剤による好酸球性肺炎の2
症例,同上学会 (5711).
岡野昌彦,乾 健二,神頭 徹,カレッド･レシャード,和田洋巳 :典型的夏型過敏性肺炎として発症し,2
年目の再発にて増悪した1例,同上学会 (57.ll).
中村達雄,糸井和美,松井輝夫,三宅正幸,住友伸一,光岡明夫,瀧 俊彦,田村康一,加藤弘文,清水慶彦,
伊藤元彦,李 勝弘,浅井信明,佐川弥之助 :外傷による気管支離断の気管支再建による2治験例, 第132回近
畿外科学会 (57.ll).
小鯖 覚,中村良雄,八木一之,桑原正喜,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :気管支鏡




伊藤元彦,寺松 孝,琴浦良彦 :肋骨にみられた aneurysmalbonecystの1症例,第50回日本結核病学会,節
20回日本胸部疾患学会近畿地方会 (57.ll.27).
池田貞雄,池 修,中村良雄,小鯖 覚,二宮和子,桑原正喜,畠中陸郡,松原義人,船津武志 :巨大肺嚢胞
症の両側一期手術について,同上学会 (57.ll.27).
中村良雄,池 修,小鯖 覚,桑原正喜,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :若年者肺ク
リプトコッカス症の1切除例,同上学会 (57.ll.27).
小鯖 覚,池 修,中村良雄,桑原正喜,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄,高橋清之 :
縦隔リンパ管腫の1切除例,同上学会 (57.ll.27).
桑原正喜,中村良雄,池 修,小鯖 覚,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄,高橋清之 :
縦隔検査で診断された Neurinoma の1例,同上学会 (57.ll.27).




瀧 俊彦,伊藤元彦 :肺小細胞癌の治療,外科 Mook｢肺癌｣金原書店,1982.
伊藤元彦,松延政一 :CTスキャンの胸部疾患-の応用,金上晴夫編,新しい検査法からみた呼吸器疾患の診
断,克誠堂,1982.
人見滋樹 :胸膜腫療 Pleuraltumor ｢今日の治療指針｣医学書院,274-275,1982.
甲斐隆義,人見滋樹,船津武志,池田貞雄 :胸部Ⅹ線読影のポイント,金芳堂,245頁,1982.
山本博昭,寺松 孝 :呼吸器の手術 ｢肺結核空洞の切開術｣p.268-288,現代外科手術学大系8,中山書店,
1981.
寺松 孝 :肺の疾患 ｢気管支拡張症｣p･225-324,臨床医学示説,第2巻,外科④A,近代医学出版社,
1982.
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カレッド･レシャード,北野司久,他 9:石綿肺合併肺癌の1手術例- 自験例とその文献的考察- .肺癌
22:18ト189,1982.








北野司久, カレッド･レシャード,藤尾 彰,光岡明夫,他 1:肺転移を伴った悪性血管外皮細胞腰の1例
- その臨床像と腫癌増殖速度- ,日本胸部臨床,41:252-257,1982.
池 修,北野司久,カレッド･レシャード,青木 稔,伊藤元彦,他 2:嚢胞を伴った胸腺脂肪腫の2手術例,
臨床胸部外科 2:573-578,1982.
カレッド･レシャ-ド,水野 浩,竹内吉喜,池 修,藤尾 彰,北野司久,種田和清,市島国雄,小橋陽一
郎,西和田誠 :後縦隔に発生した褐色細胞腫の1例,日本胸部疾患学会誌,20:5,1982.
伊藤元彦 :肺がん手術療法の現況と問題点,綜合臨床31(6),1982.6.
北野司久,藤尾 彰,池 修,竹内吉喜,他 1:Nu-マウスを用いる制癌剤感受性検査法 (第5報),最新医
学37:1435-1438,1982.
伊藤元彦,金城 明,光岡明夫,玉田二郎,瀧 俊彦,田村康一,渡部 智,清水慶彦,寺松 孝 :進行肺癌
の外科治療- 隣接臓器合併切除の立場から,日本外科学会雑誌83(9):975,1982.9.










寺松 孝 :肺移植- この1年の進歩,人工臓器11(5),901,1982.









田村康一,中村達雄,水野 浩,加藤弘文,清水慶彦,寺松 孝,日野常稔 :PolyvinylAlcohol-SilicaCom･
positeの人工血管への応用- 長期生体置換例の表面性状の検討- ,日本人工臓器学会誌,inpress.
田村康一,水野 浩,中村達雄,加藤弘文,清水慶彦,寺松 孝,他 1名 :Polyviny】alcoholの新しいゲル化
法ならびに医用材料としての基礎的研究.第4回日本バイオマテリアル学会大会論文集.

































本田和徳,人見滋樹,他29名 :サルコイ ドー シスに対する経気管支肺生検 (TBLB)の実施状況とその診断学
的意義に関する検討,日胸疾会誌20(7),777-783,57.
北野司久,藤尾 彰 :漏斗胸に対する治療- 特に腹直筋有茎性胸骨翻転術について- ,小児外科14:1157
-1165,1982.
高橋憲太郎,前里和夫,人見滋樹 :肺塞栓症の3例,日本胸部臨床,40(12),1030-1039,1982.
瀧 俊彦,小鯖 覚,宮本好博,桑原正喜,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :胸部X線
写真における正常気管内径の計測- 気管気管支軟化症の診断基準のために,日本胸部疾患学会雑誌,第20巻,
12号 (1982.12).
松原義人,畠中陸郎,船津武志,池田貞雄 :人工気管による気管再建術,臨床外科 YearBook 1982.
船津武志,小鯖 覚,八木一之,桑原正喜,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,池田貞雄 :気管気管支軟化症
DiagnosisandPathogenesisoftheAcquir(,dTracheobronchomalacia･気管支学,第 4巻第 2号.
病 理 学 部 門
1. 肉芽 ･癌研究グループ
〔学 会 発 表〕
橋本研二,木下和之,吉田竜太郎,安平公夫 :発癌経過中のマウス血清中の DNA-bindingprotei1-(3)精製
とガン細胞増殖抑制について,日本癌学会第41回総会講演 (昭和57.8).
吉田竜太郎,滝川 修,安井浩明,早石 イ軌 安平公夫 :癌細胞の増殖抑制と酸素添加酵素の誘導,日本生化
学会第55回総会講演 (昭和57.10).














〔学 会 発 表〕
石井正治,山室隆夫,琴浦艮彦,竹田俊男 :骨 ･軟部悪性鷹揚に対する制癌剤感受性試験- Radioisotopeに
よる CellViabilityの測定- ,第55回日本整形外科学会総会 (昭57.3).
松村敦子,樋口京一,橋本研二,細川昌則,安平公夫,竹田俊男,清水克時 :老化促進モデルマウス (SAM)
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に関する実験的研究- Ⅴ.新しいアミロイド ASsについて,第71回日本病理学会総会 (昭57.4).
細川昌則,樋口京-,竹下修史,清水克時,本間篤子,戸田佳代子,入野美香,笠井隆一,竹田俊男 :老化促































〔誌 上 発 表〕
吉田新治,宇都宮隆史,山口省之,森山英俊,細川昌則,冨元一彦,南 弘 :同胞に発症した Testicular
FeminizationSyndromeの2例に関する内分泌学的検討 :産婦人科の実際30:221-230(1981).
桜井信男,板東憲司,西山秀樹,倉沢卓也,久世文事,川合 溝,中西通泰,前川暢夫,細川昌則 :アレルギ
ー性肉芽腫症 ･血管炎 (Churg-Strauss症候群)の1例 :京大胸部研紀要15:94-105(1982)･
石井正治,山室隆夫,竹田俊男 :骨 ･軟部悪性腫疫に対する定量制癌剤感受性試験 Radioisotopeによる
CelViabilityの測定 :日整会誌56:293-304(1982).
























竹田俊男 :コラーゲン代謝と内分泌,編集,永井 裕,藤本大三郎,コラーゲン代謝と疾患 :155-170, 講談
礼,昭57.
竹田俊男 :贋原線維の化学と機能,編集,水島 裕,塩川優一,炎症と抗炎症療法 :64-70, 医歯薬出版,昭
57.
竹田俊男 :自然発症アミロイド症 (マウス),編集,川俣順一,松下 宏,疾患モデル動物ハンドブック No.
2:323-329,医歯薬出版,昭57.
竹田俊男 :遺伝性老化促進 (マウス).編集,川俣順一,松下 宏,疾患モデル動物-ンドブック No.2.:
400-406,医歯薬出版,昭57.
3. 肺表面活性物質研究グループ
〔学 会 発 表〕
(1)鈴木康弘 ･中井栄一 ･大川欣- :再構成肺表面活性物質における脂質の相互作用第71回日本病理学会会総
(57年 4月)
(2) 大川欣一 ･鈴木康弘,金井美暗,引間啓祐 :オキシダーゼ作用にもとずくカタラーゼの新しい細胞化学的証
明法に関する研究(1)光学顕微鏡レベルで,第71回日本病理学会総会 (57年4月)
(3) 大川欣一,鈴木康弘,金井美晴,引間啓祐 :3,3′,4,4′-Tetraaminobenzophenon(TAB)- ペルオキシダー
ゼの細胞化学的証明のための新しい水素供与体,第71回日本病理学会総会 (57年 4月 ･東京)
(4) 大川欣一,引間啓祐,鈴木康弘,進藤備昌:ナジ反応に関する研究 (第4報)M-ナジ反応におけるホルマ
リン固定の意義について,第71回日本病理学会総会 (57年 4月 ･東京)
(5) 鈴木康弘,中井栄一 :燐脂質ならびに表面活性物質由来アポプロティンより再構成した脂質-蛋白複合体の
表面活性作用に関する研究,第15回日本界面医学会 (57年11月)
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〔学 会 発 表〕





invivoでの発癌剤の代謝を,始めて GC-MSsystem で検索 した世界初の報告である｡3-MC投与后のラッ
ト,マウスの臓器,胆汁,大小便中の,3-MC 代謝産物が,コンピューター付きの GC-M Sで調べられた｡得
られた成績の多くは,すでに従来流体クロマ ト等で知られていたものと同じで, 1ハイドロオキシ体 5個, 2ハ















β-naphthoflavon で arylhydrocarbon hydroxylaseを誘導 したマウス肝 microsome を使用し,これに 3-
methylcholanthrene(MC)と NADPH を添加し,一定条件下に起る MC代謝物の産生を,GC-MSによって
解析 した｡方法は,先に 3'nvtvoの代謝実験で用いられたものと同様である.代謝物を抽出精製し,シリル化 し
た后に GCIMSにかける｡invivoの実験に現れた5個の (OH)1-MC,3個の (OH)21MC の他に,(OH)3-MC
と考えられるもの13個を検出することが出来た｡先の実験で (OH)3lMC の疑われた,m/e354の fragmention
をもつ 3個のピークは,この invitro実験でみられた13個の (OH)3-MC に含まれている｡(OH)4-MC,(OH)5-
MC 等は検出しなかった｡この invitro実験は,反応液中に conjugatingagentを含有 しないので,このよう
な多数の水酸化体が検出されたものと思われる｡
昭和58･3 - 37-
石井正治,他 :骨軟部悪性腫癌に対する定量的制癌剤感受性試験- Radioisotopeによる CelViabilityの測
定- ,日整会誌,56,293-304(1982).









本疾患の手掌腹膜は, コラーゲン線維の波立った層状構造の中に, activeな fibroblastからなる結節構造をも
つのが特徴的である｡ 電顕的には, これらの fibroblastの中に肉芽組織等の収縮現象に関与すると云われる




細 胞 化 学 部 門





永田和宏 ･相良淳二 ･市川康夫 :マウス骨髄性白血病細胞 (M ュ株)の増殖と分化,21報,α-アクチニン様蛋
白質の精製とそれによるアクチン関与ゲル化,第41回日本癌学会総会,昭和57年8月,大阪.




淀井淳二,内山 卓,通萱 満,前田道之 -･ATL 由来T細胞株の ATL特異的膜抗原の抗体による発現の上
昇について,同上学会.
市川康夫 :白血病細胞の分化と収縮性蛋白,同上学会,シンポジウム ｢発癌遺伝子の発現と細胞内作用点｣
内山 卓,淀井淳二 ･通堂 満,和野雅治 ･内野治人 ･高月清 ･前田遺之 :成人 T細胞白血病細胞における
Tac抗原 (IL2 リセプター)発現調節- 正常細胞との相異,第12回日本免疫学会総会,昭和57年11月,仙台.
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大会,昭和57年11月,福岡.
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造と機能｣
〔誌 上 発 表〕
KINagata,J･SagaraandY･Ichikawa:Changesincontractileproteinsduringdifferentiationofmyeloid























細 菌 血 清 学 部 門
〔学 会 発 表〕
喜納辰夫,矢野勝喜,桂 義元 :ハプテン特異的- ルパーT細胞の遅延型過敏症活性,第49回実験結核研究会
総会 (昭57.10月)岡山
細野正道,桂 義元 :H-2homogygous Flanti-parent混合培養 :自己障害細胞の出現,第12回日本免疫学
会総会 (昭57.11月)仙台




桂 義元 :遅延型過敏症を媒介するT細胞クローン,第34回国立大学附置研究所結核及び胸部疾患 (がん ･免
痩)談話会 (昭57,11月)福岡












泉 孝英,桂 義元 :ツベリクリン反応の新しい応用,免疫機能の簡便な指標として,Medicina第19巻,ll
早,2052-2068,1982.
臨 床 肺 生 理 学 部 門
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患研究会,1982.7
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弘野慶次郎,市谷廼雄,坪井裕志 :肺癌手術後の胸壁動揺曲線,第37回日本肺癌学会関西支部会,1982.7
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を拍記して- ,第23回日本肺癌学会総会,1982.8
山岡久泰,小松 彪,留守信興,久場良彦,三島誠悟,森山 亨,高山 茂,橋本まち子 :食道癌根治手術に
対するフェンタニル大量麻酔における血糖値,コルチゾール値の変動について,第28回日本麻酔学会関西地方会,
1982.9
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末次 勧 :解熱鎮痛剤嶋息への診断に関する研究 Tolmetin-Naによる吸入誘発試験について-,同上 1982.
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